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１．編修の基本方針 

⚫ 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識・技能を培い、確かな国語力を育成する。 

⚫ 言葉の働きについて理解を深めるとともに、言葉を通して社会と関わる態度を養う。 

⚫ 論理的に考え、適切に伝え合うための、確かな思考力・判断力・表現力を培う。 

⚫ 現代社会の諸問題に対する幅広い関心と、言語文化の担い手としての自覚を育む。 

２．対照表 
 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 
 

 
読み深める   

「読む」と「書く」 言葉が持つ価値と、言葉の使い手である自身につ
いて認識を深め、個人の創造性や自主自立の精神
を養えるようにした。（第２号） 

p.14～p.19 

社会と文化 他国の文化を理解することの難しさや国際社会で
求められる姿勢について考察できるようにした。
また、自国と他国の文化比較を通して、自国の文
化の特徴について理解を深められるようにした。
（第５号） 

p.20～p.35 

新しい視点 多角的に物事をとらえたり、身近な物事にも疑問
を持ったりすることを通して、幅広い知識と教養
を身につけることの重要性を認識できるようにし
た。（第１号） 

p.36～p.65 

ことばの働き 人間の思考や認識を支えるという言葉の働きにつ
いて理解し、言葉を用いて主体的に思考する力を
培うことができるようにした。（第１号） 

p.66～p.85 

環境と科学 自然を大切にすることについて考察し、保全に寄
与する意識を高められるように配慮した。また、
科学・文学・言語といった文化と人間との関係に
ついて理解を深められるようにした。（第４号・
５号） 

p.86～p.105 

人間と時間 時間についての考え方を述べた二つの文章を用い
て幅広い知識と教養を養うとともに、抽象的な思
考を通して真理を追究する態度を育めるようにし
た。（第１号） 

p.106～p.123 

認識の枠組み 現代社会の問題点を理解し、そこで求められる責
任や他者を敬い協力することの重要性と個人の創

p.124～p.146 
 



 

造性について考え、社会の発展に寄与する態度を
養えるようにした。（第２号・第３号） 

考えを表す   
 

問題を提起する 感情と理性について取り上げた文章の読解を通し
て、公共の精神に基づき、社会の発展に寄与する
態度を養えるようにした。（第３号） 

p.148～p.151 

対比する 批判的読解を試みることにより、主体的に文章を
読み自身の考えを論理的に表現する批評精神を養
えるようにした。（第２号） 

p.152～p.155 

賛否を述べる 命は自分のものか否かという、正解のない問題に
取り組むことで、生命倫理について考察を深めら
れるようにした。（第４号） 

p.156～p.160 

解釈を述べる 事実を多面的に表現することを通して、豊かな言
語運用能力を身につけるとともに、自身のものの
見方を省察することができるようにした。（第１
号） 

p.161～p.165 

具体例を示す 地球環境の保全における重要な問題点について、
自身の生活と具体的に関連づけて考察できるよう
にした。（第４号） 

p.166～p.171 

意見を述べる 現代社会の問題について異なる視点から述べられ
た二つの文章の読解を通して、幅広い知識を身に
つけるともに、自己と社会との関わり方について
考察できるようにした。（第１号・第３号） 

p.172～p.179 

関連づける 絵画鑑賞についての文章の読解を通して、教養と
豊かな情操を身につけるとともに、文化を尊重す
る態度を養えるようにした。（第１号・第５号） 

p.180～p.185 

実用の文章 実社会にある素材を用いて、相手や目的に応じた
文章を書いたり、資料を的確に分析したりする活
動を通して、主体的に社会に参画する態度を養え
るようにした。また、ＳＤＧｓに関する活動を通
して、自国と他国を尊重し、国際社会の平和と発
展に貢献することの重要性について考えを深めら
れるようにした。（第３号・第５号） 

p.186～p.208 

表現編   

話し言葉の技術 自身の思いを他者にわかるように伝えたり、他者
と共感し合ったりすることの大切さを、活動を通
じて理解できるようにした。（第３号） 

p.210～p.213 

書き言葉の技術 自身の考えを深めたり、適切に表現したりするた
めの基本的な方法を身につけ、さまざまな事柄に
対して主体的に取り組む態度を培うことができる
ようにした。（第２号） 

p.214～p.225 

言語技術の実践 調査結果および自身の考えをまとめる活動を通し
て、知識と教養を身につけ、真理を求める態度を
養えるようにした。また、グループ活動によって
個々の責任をはたす大切さを学ぶことで、主体性
と他者を尊重する態度を身につけ、社会の形成に

p.226～p.242 



 

参画し、その発展に寄与できる力を養えるように
した。（第 1 号・第３号） 

資料編・見返し   

グラフ・実用文の読
み方 

実社会で広く用いられている資料や文章の特徴を
学ぶことで、社会においてさまざまに発信されて
いる情報を、自身の生活と関連づけながら正しく
理解できるようにした。（第３号） 

p.244～p.247 

 評論キーワード 主に論理的文章・資料などで用いられる言葉につ
いて、その意味やつながりを知ることで、抽象的
かつ論理的な思考を深め、自国および他国の文化
・社会への理解と国際社会への発展に寄与する態
度を養えるようにした。（第１号・第５号） 

p.248～p.263 
 

 見返し 各題材に関連した資料などを通して、より学習の
理解を深め、幅広い知識と教養を養えるようにし
た。また、実社会でも必要とされる情報探索の方
法を知ることで、主体的に学ぶ姿勢を身につけ、
個人の能力を高められるようにした。（第１号・
第２号） 

前見返し 

後見返し 
 

  

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

⚫ 学校教育法第５１条２号「一般的な教養を高め、専門的な知識、技術及び技能を習得さ
せること」を踏まえ、教材の読解にとどまらず、教材に関連したテーマの理解を深めた
り、基本的な言語技術を確認したり、読書活動につなげたりできるような「解説」（コ
ラム）を随所に掲載した。 

⚫ 学校教育法第５１条第３号「社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、社会
の発展に寄与する態度を養うこと」を踏まえ、各教材末には、現代社会のさまざまな話
題や問題を多角的な視点から考察できる設問や言語活動例を多数用意した。 

 










